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が確認された。また，これまで症例の少なかった血管内

吸虫症が0歳魚で4件，1歳魚で1件確認された。ブリ

0歳魚では，夏季に平成15年度と同様の痩せ，異常遊

泳および体表の擦れを主徴とする原因不明の死亡事例が

みられた。カワハギでは，冬季にナガクビムシの1種と

思われる寄生虫による鰭の欠損が認められた。水族館で

飼育していた海産熱帯魚プテラポゴンカウデルニイ（テ

ンジクダイ科）でイリドウイルス病による死亡が確認さ

れたものの，導入から約1週間経過後の死亡であり，感

染源は不明であった。なお，今年度は例年に比べて冬季

の水温が低く，マダイ，シマアジおよびカワハギにおい

て，痩せや体表の擦れ，糜爛といった低水温障害が確認

された。

目 的

県内の養殖魚等の魚病発生状況を把握するとともに，

その対策指導を行い，魚病被害の軽減をはかる。

方 法

平成17年4月～平成18年3月に水産研究部，同尾

鷲水産研究室および同鈴鹿水産研究室に診断依頼のあ

った病魚について魚病診断を行った。

結果および考察

総診断件数は220件（海産魚類209件，淡水魚類11

件）であった。

魚種，魚病別の診断結果を表1～5に示す。マダイで

は，0歳魚において，当県で初めて粘液胞子虫性やせ病
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表１ マダイの診断結果 表２ ブリの診断結果

表３ ヒラメの診断結果
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淡水魚では，マゴイおよびニシキゴイでコイヘルペス

ウイルス病が5件確認され，死亡コイの処分や施設の消

毒等を指導した。

感受性ディスク法による主要病原菌の薬剤感受性試

験の結果を表6に示す。ブリのレンサ球菌症原因菌は従

来エリスロマイシンに耐性を示すことが多かったが，今

年度検査した4株はすべて高い感受性を示した。

表４ トラフグの診断結果 表５ その他の魚種の診断結果

表６ 主要病原菌の薬剤感受性


